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2008年度決算の概要（単体）20082008年度年度決算の概要（単体）決算の概要（単体）

（記載金額、比率は単位未満を切り捨て表示しております）
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０８年度決算の特色０８年度決算の特色

単体自己資本比率（速報値）１２．４３％（ＴｉｅｒⅠ比率１１．８５％）を確保
～コアＴｉｅｒⅠ比率（当行試算）１０．４８％を確保～

有価証券評価損益

 

４３８億円（日経平均株価０９/３末

 

８，１０９円）
～変動利付国債については、決算日の市場価格で評価～

預金平残５兆２，６１８億円、対前期＋１４１億円（年率＋０．２％）
～県内店平残４兆７，９１８億円、対前期５５５億円（年率＋１．１％）～

～地元で安定した資金調達を確保～

与信費用２２４億円（対前期▲７億円）
不良債権比率４．７０％（対０８年３月末▲０．８６ポイント）
～金融検査マニュアル改定等により要管理債権４１９億円減少～

有価証券関係損益▲１５７億円（対前期▲２１４億円）
～運用環境の悪化により、国債等債券損益▲１００億円、株式等損益▲５６億円～

コア業務純益４１１億円（対前期▲６９億円）
～資金利益・役務取引等利益の減少により対前期下回るも、４００億円台を維持～
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０８年度損益状況０８年度損益状況

０７年度
０８年度

（中間期予想）
０８年度

実績
対前年 対予想

経常収益 １，６０１ １，３９５ １，３８６ ▲２１４ ▲９

業務粗利益 １，０６１ ９４８ ９１４ ▲１４６ ▲３４

資金利益 ９１０ ８６１ ８７６ ▲３３ １５

役務取引等利益 １４１ １２７ １１６ ▲２５ ▲１１

その他業務利益 ３ ▲４６ ▲８５ ▲８８ ▲３９

国債等債券損益 ▲１０ ▲６２ ▲１００ ▲９０ ▲３８

経費 ５８９ ６１４ ６０３ １３ ▲１１

人件費 ２９７ ３０６ ３０２ ４ ▲４

物件費 ２６５ ２８０ ２７３ ８ ▲７

コア業務純益 ４８１ ３９５ ４１１ ▲６９ １６

実質業務純益 ４７１ ３３３ ３１１ ▲１５９ ▲２２

一般貸倒引当金繰入 ▲２５ １９ ▲１７ ７ ▲３６

業務純益 ４９６ ３１４ ３２８ ▲１６７ １４

臨時損益 ▲１７３ ▲３１４ ▲１４１

株式等損益 ６７ ▲３３ ▲５６ ▲１２４ ▲２３

不良債権処理額 ２５６ ２１７ ２４１ ▲１４ ２４

経常利益 ３２２ ５５ １３ ▲３０８ ▲４２

特別損益 ▲６ ▲１ ▲１ ５ ０

当期純利益 １９０ ３３ ３ ▲１８６ ▲３０

与信関連費用 ２３１ ２３６ ２２４ ▲７ ▲１２

有価証券関係損益 ５７ ▲９５ ▲１５７ ▲２１４ ▲６２

（億円）

資金利益 対予想＋１５億円
国内部門＋１２億円 国際部門＋３億円

国内部門は金利低下による預金利息の下回り

役務取引等利益 対予想▲１１億円
予想以上の市況悪化による投資信託等販売の下回り

有価証券関係損益 対予想▲６２億円
外国債券、株式等の減損処理の増加

０８年度業績予想（中間期予想）との比較

経費（物件費）
非対面チャネル（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ）等システム投資
の増加分

 

２億円増
クレジットカード本体発行経費 ０．５億円増

資金利益
国内部門資金利益
貸出金利息 ▲２０６百万円
平残要因＋３５８百万円

 

利回要因▲５６４百万円
有価証券利息・配当金 ▲１，０７０百万円
平残要因▲４３百万円

 

利回要因▲１，０２７百万円
預金利息 ＋５０５百万円
平残要因＋８５百万円

 

利回要因＋４２０百万円

債券関係損益
ヘッジファンドやＦＴＤ債等の減損処理

 

７９億円

株式等損益
株式等減損処理３４億円、および売却益減少
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＋９８４ ＋５５５

▲４１４＋２９０

主要勘定の状況（貸出金／主要勘定の状況（貸出金／預金／有価証券預金／有価証券））

貸出金

０６年度 ０７年度 ０８年度

貸出金（平残） ３９，１６６ ３９，９６１ ４０，０９７

内、長野県内 ２５，１２８ ２４，８１３ ２４，１２９

貸出金利回り（全店） １．８９ ２．０６ ２．０２

預金

０６年度 ０７年度 ０８年度

預金（平残） ５１，２０３ ５２，４７７ ５２，６１８

内、長野県内 ４６，３７９ ４７，３６３ ４７，９１８

預金等利回り（全店） ０．２１ ０．３７ ０．２９

有価証券

０６年度 ０７年度 ０８年度

有価証券（平残） １４，０６３ １３，５６８ １３，４７５

評価損益（満期保有含む・期末時点） ２，５０８ １，２９０ ４３８

有価証券利回り（全店） １．８５ １．８６ １．４３

対前期＋１３６億円（年率＋０．３％）
消費者向けは、対前期＋７９億円の９，４３４億円（年率＋０．８％）

対前期▲９２億円（年率▲０．６％）
評価益は４３８億円（株式６６６億円、債券▲２５億円、その他▲２０２億円）

対前期＋１４１億円（年率＋０．２％）
個人預金は、対前期＋８８７億円の３７，１４４億円（年率＋２．４％）

（億円・％）

（億円・％）

（億円・％）

（億円）

▲３１５

＋８２０＋1,110

▲６８４

（億円）

貸出金

＋７９５ ＋１３６

＋１４１＋１，２７４

（上記グラフの増減は表上計算）

０９年３月期

 

その他有価証券評価損益

 

（億円）

評価損益 前期比 評価益 評価損

株式 ６６６ ▲６７２ ７３４ ６８

債券 ▲２５ ▲６４ ７１ ９６

その他 ▲２０２ ▲１１５ ８ ２１１

合計 ４３８ ▲８５２ ８１４ ３７６

預金

0

20,000

40,000

06年度 07年度 08年度

長野県外

長野県

0

30,000

60,000

06年度 07年度 08年度

長野県外

長野県
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０９年３月期０９年３月期
 

有価証券減損の内訳有価証券減損の内訳

０９年３月期

有価証券減損

国債等債券 ７９

外国企業等

債券
１７

リーマン債 ９

ﾌｧﾝﾄﾞ・仕組債等 ５１

株式等 ３４

合計 １１３

（億円）

銘柄数 減損前簿価

（評価損益考慮前）

減損処理額 減損後簿価

（評価損益考慮前）

評価損益

（減損後）

期中売買損益 分配金 実現損益計

裏付・参照債務

ファンド・仕組債等保有状況と評価損益、実現損益

ＦＴＤ債 ６ １０，０００ １，４７７ ８，５２３ ▲１，１４１ ０ － ▲１，４７７

モノライン保証債 １ ４９１ ２４５ ２４６ ０ ０ － ▲２４５

Ｊ－ＲＥＩＴ投資口 １１ １４，１３３ ６０４ １３，５２９ ▲３，１２０ ▲９１８ ６０９ ▲９１３

Ｊ－ＲＥＩＴ投資法人債 １ １，０００ ６００ ４００ ０ ０ － ▲６００

ヘッジファンド １８ ５４，６７２ ２，２７１ ５２，４０１ ▲８，４３９ ▲２，４４５ ２０４ ▲４，５１２

金利仕組債 １ ３，０００ ０ ３，０００ ▲６ ０ － ０

不動産私募ﾌｧﾝﾄﾞ ３ ７２９ ０ ７２９ ０ ０ ▲２９１ ▲２９１

純投資ＰＥ等 ５ ３，５３４ ０ ３，５３４ ０ ０ ▲５１ ▲５１

リレバンＰＥ等 １１ ２，７５６ ０ ２，７５５ ０ ０ ▲６３４ ▲６３４

海外ＰＥ １ ５３２ ０ ５３２ ▲２１ ０ １５ １５

計 ５８ ９０，８４８ ５，１９８ ８５，６５０ ▲１２，７２９ ▲３，３６４ ▲１４８ ▲８，７１０

証券化商品保有状況と評価損益、実現損益

シンセティックＣＤＯ ９ ４，６４０ ０ ４，６４０ ▲８０３ ▲３，８２７ 海外企業ＣＤＳ（９）

ＣＬＯ・ＣＢＯ ４ １，５２０ ０ １，５２０ ▲３６８ ０ 海外企業ローン・社債

 

（３）国内企業社債（１）

ＡＢＳ（金銭債権） ２ ６３６ ０ ６３６ ０ ０ 国内ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ（１）

オートローン（１）

ＣＭＢＳ １０ ６，２０５ ０ ６，２０５ ▲１３８ ０ 国内商業用不動産（１０）

ＣＤＯエクイティ ２ ９７６ ０ ９７６ ０ １ 国内優良企業（２）

計 ２７ １４，１６１ ０ １４，１６１ ▲１，３０９ ▲３，８２６

※組合出資形式でのファンド投資における償却額は、分配金とネットしている。

 

※実現損益には、調達コスト・債券利息は含まない。
※ＣＤＯの減損処理は、「格付」を考慮せず、時価のみで判断

（百万円）
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不良債権不良債権・与信コストの推移・与信コストの推移

０９年３月期業種・地域別与信コスト発生状況

県内 県外 計

製造業 ６３ ２２ ８６

建設業 ３ ８ １２

卸売業 ３ ９ １２

小売業 ２０ ６ ２７

不動産業 １３ ７７ ９０

サービス業 ▲２５ ２０ ▲４

その他 ▲４ ３ ▲１

合 計 ７４ １４９ ２２４

※

 

部分直接償却は実施しておりません。

０６年度 ０７年度 ０８年度

上期 上期 上期

一般貸倒引当金繰入額 ▲５３ ９ ３３ ▲２５ ９ ▲１７

不良債権処理額 １１０ ２７６ ７５ ２５６ １０７ ２４１

与信コスト ５７ ２８５ １０８ ２３１ １１６ ２２４

与信コスト率

 

※ ０．７２ ０．５７ ０．５５

０６年度 ０７年度 ０８年度

上期 上期 上期

破産更生等債権 ３９７ ５０２ ５０８ ４９２ ５０６ ５０３

危険債権 ８６２ ９０４ ９２２ ９８３ １，０８３ １，１１６

要管理債権 ４０５ ５６０ ５７７ ７９０ ７６５ ３７１

合 計 １，６６６ １，９６６ ２，００８ ２，２６６ ２，３５６ １，９９１

不良債権比率 ４．１４ ４．８１ ４．９２ ５．５６ ５．８４ ４．７０

部分直接償却実施後
３．７１ ４．１８ ４．２７ ４．９０ ５．１３ ４．０４

不良債権残高の推移
（金融再生法開示債権ベース）

与信コストの推移

（億円・％）

（億円・％）

（億円）

※与信コスト率

 

：

 

与信費用÷総貸出金残高（平残）

０８年９月期は県外の中・小口先の突発破綻が影響。
０９年３月期は県内の製造業の大口先と県外の
不動産業の大口先の業況悪化による増加。
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自己資本の状況自己資本の状況

ＦＩＲＢ基準

０８／９

ＦＩＲＢ基準

０９／３

（速報値）

増減

自己資本比率 １２．６３％ １２．４３％ ▲０．２０

ＴｉｅｒⅠ比率 １１．７１％ １１．８５％ ０．１４

自己資本額 ３，８２３ ３，７５９ ▲６３

ＴｉｅｒⅠ ３，５４３ ３，５８５ ４１

税効果相当額 ４０５ ４１６ １１

ＴｉｅｒⅡ ４１６ ２４２ ▲１７４

控除項目 １３７ ６８ ▲６８

リスクアセット ３０，２５２ ３０，２３８ ▲１４

信用リスク ２８，２１０ ２８，２０６ ▲３

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙ・ﾘｽｸ ２，０４２ ２，０３１ ▲１０

コアＴｉｅｒⅠ比率（※当行試算） １０．３７％ １０．４８％ ０．１１

マーケット変動による自己資本比率への影響

金利

株価 4月末現状 ＋50ｂｐｓ ＋100ｂｐｓ ＋150ｂｐｓ

現状 12.53 12.31 12.09 11.87

ＴＯＰＩＸ▲20% 12.31 11.74 11.25 10.77

ＴＯＰＩＸ▲40% 11.30 10.46 9.97 9.49

ＴＯＰＩＸ▲60% 9.81 9.18 8.69 8.21

（億円・％）

自己資本比率算定方法を「基礎的内部格付手法」へ変更（０８年９月金融庁承認）

※コアＴｉｅｒⅠ＝ＴｉｅｒⅠ－優先株－優先出資証券等－税効果相当額
※当行は貸借対照表の「純資産の部」に記載される優先株や優先出資証券等がないため、ＴｉｅｒⅠ

から税効果相当額（その他有価証券評価損益該当分を除く）のみを控除した額としております。

充実した有価証券含み益を保有
（０９年３月末評価損益

 

４３８億円）

（％）

※4月末試算は、株価上昇による有価証券評価益増加により、３月末速報値
１２．４３%を０．１ポイント上回る。

※有価証券評価益は、4月末の同評価益を基準に、市場変動を考慮。その他
項目は、3月末実績値を使用。なお、市場変動による個別銘柄の減損は

考慮していない。

11.94
12.81

13.49
12.82 12.43

8.66 8.76
9.48

10.25
11.85

10.610.710.1
9.6

5.0

15.0

05 06 07 08 09速報値

（％）
自己資本比率

ＴｉｅｒⅠ比率

自己資本比率の推移（単体）

※０８年９月より自己資本比率算定方法を「基礎的内部格付手法」へ変更

地方銀行平均
自己資本比率



10

HACHIJUNI BANKHACHIJUNI BANK

資金運用・調達状況資金運用・調達状況

国内部門資金運用・調達状況

08/4 08/5 08/6 08/7 08/8 08/9 08/10 08/11 08/12 09/1 09/2 09/3

貸出金 39,105 38,873 39,309 39,211 39,225 39,287 39,271 39,593 40,582 40,654 40,641 40,869

投資有価証券 12,364 12,679 13,068 13,107 13,037 13,030 12,688 12,904 12,721 12,443 12,553 12,483

市場運用

（ｺｰﾙﾛｰﾝ・預け金）
3,157 2,557 3,002 2,553 2,781 2,973 2,641 2,028 1,596 1,685 1,503 1,705

預金 51,341 51,303 51,328 51,245 51,015 50,977 50,406 50,692 51,130 50,965 50,882 51,622

譲渡性預金 1,228 870 864 715 841 1,024 1,136 934 787 918 742 812

市場調達

（ｺｰﾙﾏﾈｰ・日銀共通担保ｵﾍﾟ）
9 19 165 46 273 170 927 685 857 759 911 605

預金・譲渡性預金利回り

（半期平均・約定ベース）
０．２７７％

 

対市場レート▲０．４４７ ０．２３１％

 

対市場レート▲０．３８４

預金・譲渡性預金市場レート（半期平均） ０．７２５％ ０．６１６％

年間を通じて「低コスト」で「安定」した資金調達を実現

（億円・平残・単位未満四捨五入）

銀行勘定の金利リスク（アウトライヤー比率）：０９／３末

金利ショック アウトライヤー比率（速報値）

２００ベーシス・ポイント １６．２％

パーセンタイル値 ９．０％

注１：計測は再評価方式による
注２：コア預金は流動性預金の５０％

金利リスク（アウトライヤー比率）２０％以下を維持
年間を通して安定した資金運用・調達バランス

金利上昇時に備え、
金利リスクを適切にコントロール
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２００９年度通期業績予想と主要計数（単体）２００９２００９年度通期業績予想と年度通期業績予想と主要計数（単体）主要計数（単体）
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0

200

400

07年度 08年度 09年度見込

0

100

200

07年度 08年度 09年度見込

０９年度通期業績予想０９年度通期業績予想

０７年度 ０８年度 ０９年度見込

中間 中間 中間

コア業務純益 ２３６ ４８１ ２０４ ４１１ １７２ ３４６

経常利益 １６３ ３２２ ５２ １３ ５０ １３０

当期純利益 ９７ １９０ ３１ ３ ３０ ８０

１株当たり配当推移

（年間配当） ８円 ５円 ５円

0

300

600

07年度 08年度 09年度見込

【配当方針】

当期純利益２００億円までは配当性向２０％を目安とし、当期純

 

利益が２００億円を上回る場合には、その上回り部分の３０％を

 

目安に加算して配当をいたします。
（１株当たりの配当の下限：年間５円）

コア業務純益は資金利益及び役務取引等利益の減少により、対前期６５億円減少
当期純利益は有価証券関係損益の改善により、対前期７７億円増加
年間配当額は配当方針に基き、１株当たり５円（中間期２円５０銭実施）を予定

（億円） コア業務純益

経常利益

当期純利益

▲６９ ▲６５

▲３０８

＋１１７

▲１８６
＋７７

（億円）

（億円）

（億円）
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利回り利回り・利鞘／経費の見通し・利鞘／経費の見通し
利回りと利鞘の推移（全店）

０７／下 ０８／上 ０８／下
０９／上

見込み

０９／下

見込み

資金運用利回 ２．０５ １．９０ １．８１ １．６６ １．６３

資金調達利回 ０．４８ ０．３８ ０．３０ ０．２４ ０．２２

総資金粗利鞘 １．５７ １．５１ １．５１ １．４２ １．４１

利回りの推移（国内部門）

０７／下 ０８／上 ０８／下
０９／上

見込み

０９／下

見込み

資金運用利回 １．７７ １．７８ １．７３ １．６０ １．５７

貸出金利回 ２．０５ ２．０５ １．９９ １．８６ １．８１

有価証券利回 １．３４ １．４０ １．２８ １．１９ １．１５

資金調達利回 ０．２７ ０．２８ ０．２３ ０．２０ ０．１８

預金等利回 ０．２６ ０．２７ ０．２２ ０．１８ ０．１６

（％）

経費の見通し

０７年度 ０８年度
０９年度

見込み
増減

人件費 ２９７ ３０２ ３０２ ０

物件費 ２６５ ２７３ ２８０ ７

コア業務粗利益OHR（％） ５５．０ ５９．４ ６３．７ ４．３

物件費 対前年＋７億円
外注委託費＋２億円
・クレジットカード本体発行「ＨaLuCa」増加
・コンビニ収納サービス投資

 

等
減価償却費＋４億円
消耗品費 ▲２億円

1.42 1.41

2.05
1.90 1.81

1.66 1.63

0.48 0.38 0.30 0.24 0.22

1.57 1.51 1.51

0.0

1.0

2.0

3.0

07/下 08/上 08/下 09/上見込 09/下見込

（億円）

利回りと利鞘推移

 

（全店）

利下げによる影響⇒国内資金利益は対前期▲５０億円
利鞘低下⇒有価証券および貸出金利回りの低下
有価証券利回り低下の主因⇒ヘッジファンドの解約損３０億円

０９年度計画の

 
主な前提条件

１０年国債利回り ・・・・・ １．３０％程度で推移

（％）

普通預金 ・・・・・ ０．０４％で横ばい

ＴＩＢＯＲ ・・・・・ ０．５５％程度で推移

日経平均株価 ・・・・・ ８，０００円程度

資金運用利回

総資金利鞘

資金調達利回

（％）
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255 502 492 503 479

810
904 983 1,116 1,135

381371

457

560
790

4.804.70

3.87

4.81

5.56

1,9951,991
2,266

1,966

1,522

0

1,000

2,000

3,000

05 06 07 08 09年度見込

0

3

6

破産更生等債権 危険債権 要管理債権 不良債権比率

不良債権・与信コストの見通し不良債権・与信コストの見通し

不良債権残高の見込額
（金融再生法開示債権ベース）

０８／３ ０９／３
１０／３

見込０９/９見込

破産更生等債権 ４９２ ５０３ ５０４ ４７９

危険債権 ９８３ １，１１６ １，１４６ １，１３５

要管理債権 ７９０ ３７１ ３７６ ３８１

合計 ２，２６６ １，９９１ ２，０２６ １，９９５

総与信残高比 ５．５６ ４．７０ ４．８８ ４．８０

与信コストの見込額

０７年度 ０８年度 ０９年度見込

上期

一般貸倒引当金繰入額 ▲２５ ▲１７ １３ ３２

不良債権処理額 ２５６ ２４１ ８０ １５１

与信コスト ２３１ ２２４ ９４ １８４

与信コスト率 ０．５７ ０．５５ ０．４５

（億円・％）

（億円）

（億円）

※直近の金額ベースの格付遷移率を使用し、さらに個別要因を加味して
今後一年間の与信費用を試算

与信コスト

 

０９年度通期

 

約１８４億円

※与信コスト率

 

：

 

与信費用÷総貸出金残高（平残）

（億円・％）

与信コストの推移

不良債権残高（金融再生法開示債権残高）の推移

-80

-25

32

241

151

285

231 224
184

-17

9

194

256
276

114

-100

0

100

200

300

05 06 07 08 09年度見込

一般貸倒引当金繰入額 不良債権処理額 与信コスト

特定債務者支援
引当金繰入８６億円

（％）
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3,959

4,212

1,412 1,024
3,765

2,968

11,011

11,993

11,236

1.49

1.17

1.30

1.26

1.38

1.51

-2,000

5,000

12,000

19,000

07 08 09年度見込

0.0

1.0

有価証券有価証券運用の見通し運用の見通し

▲２５５
▲１，０１４ ▲１，０２４

債券利息

株式配当金

円建有価証券利回
（投信償還損控除前）

円建有価証券利回

（百万円）
（％）

ヘッジファンド ・・・・・ 不振ファンド解約により、９月末残高は約３５０億円まで削減（解約損 約３０億円）を見込む。
ヘッジファンド以外の売買損益はゼロを見込む。

ＣＤＯ ・・・・・ 残存期間１年半以下の４銘柄４０百万ドルを除き減損済みとなり、ダウンサイドは限定的。

円建有価証券利息分配金の推移（含む円建外国証券）

０９年度における売買損益見込み

円債利回りは、１０年国債金利１．３％を前提

投資信託・その他
利息配当金（償還損控除前）

分配金から控除する
投信償還損

株式配当金は、前期比▲３０％として算定

ヘッジファンド解約損３０億円は、会計上、
一部は他の投信分配金から控除
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個人分野主要計数の見通し個人分野主要計数の見通し

個人投資型商品残高見通し

08/3 08/9 09/3 09/9見込

公共債 4,285 4,293 4,321 4,361

（獲得額） （279） （423） （399） （340）

投資信託 2,515 2,305 1,726 1,755

（獲得額） （155） （163） （88） （120）

外貨預金 218 218 268 240

生命保険
（保険料時価ベース）

1,098 1,233 1,314

（獲得額） （181） （180） （82） （92）

個人預金・貸出金の見通し

08/3 08/9 09/3 09/9見込

個人円貨預金（半期平残） 36,550 37,037 37,252 37,616

消費者ローン（末残） 9,463 9,485 9,404 9,270

内、住宅関連ローン 8,511 8,554 8,505 8,395

（億円・末残）

（億円）

個人投資型商品収益見通し

07/下 08/上 08/下 09/上見込

公共債 1 1 1 1

投資信託 10 9 5 5

内、信託報酬 7 6 4 4

外貨預金 5 5 5 4

生損保 11 10 5 5

合計 28 25 17 17

（億円）

相談態勢の強化・アフターフォローの充実
個人分野人員増強

０９年４月

 

１００名増員済み（６３０名体制）
「顧客担当制」の展開

０９年４月全店導入

 

お客さま１３万名に担当者配置
「営業店サポートチーム」の新設（予定）
０９年６月

 

本部専門部隊による担当者支援・指導開始

相場急落時のアフターフォロー

取引拡大に向けたアフターフォローへ

充実した個人リテール営業体制により「生涯取引」の基盤を構築

個人リテール専門拠点の拡大
プラザ型拠点 １２拠点（休日も営業）

（総合プラザ６拠点

 

ローンプラザ６拠点）
八十二証券共同店舗 ４店舗
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法人分野主要計数の見通し法人分野主要計数の見通し

3,000

3,500

08/3 08/9 09/3 09/9見込

法人貸出金の見通し

08/3 08/9 09/3 09/9見込

長野県内事業エリア
（長野・新潟・岐阜）

14,903 14,361 14,212 13,900

内、中小企業向け 12,047 11,641 11,581 11,569

事業性融資関連先数

（期末先数）
25,900 25,784 25,302 26,000

長野県外事業エリア
（東京・埼玉・群馬

・愛知・大阪）

13,283 13,533 14,957 14,873

内、中小企業向け 3,905 4,075 4,185 4,131

法人役務収益の見通し

07/下 08/上 08/下 09/上見込

ｼ･ﾛｰﾝ、私募債、ﾌｧｸﾀﾘﾝｸﾞ 673 690 740 470

Ｍ＆Ａ、ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ等 114 130 177 104

デリバティブ 559 219 251 300

合計 1,347 1,041 1,168 874

（百万円）

（億円・平残） 保証協会保証付融資残高
～０９/９末

 

当行過去ピーク３，３６０億円を上回る見通し～

充実した制度資金
「経営健全化支援資金（原油・原材料高対策）」

０９年３月末

 

実行累計額

 

６，１４９百万円／３１４件
「中小企業振興資金（短期資金緊急対策）」

０９年３月末

 

実行累計額

 

４５５百万円／６６件
「中小企業振興資金（緊急借換対策）」
０９年３月末

 

実行累計額

 

１，６８１百万円／１６４件
「緊急保証制度」取扱開始

０９年３月末

 

実行累計額

 

３，３７２百万円／２８０件
（他商品との併用を除く実績）

充実した制度・商品により中小企業の資金繰り支援を強化

当行独自商品
「緊急対策支援資金」（保証協会保証付可能）

０９年３月末

 

実行累計額

 

４，０８６百万円／２１８件
（うち、保証協会保証付

 

３，９２９百万円／２０７件）

（億円）

３，１２６

３，０３２

３，３１２

３，３６０
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第２８次長期経営計画第２８次長期経営計画第２８次長期経営計画
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環境変化への対応環境変化への対応

第２８次長期経営計画（２００９年４月～２０１２年３月：３ヵ年）をスタート

テーマ

 

：

 

「「

 
お客さまのために行動する銀行お客さまのために行動する銀行

 
～原点からの出発～～原点からの出発～

 
」」

地元のお客さまを守り支えることに経営資源を最大限投入

持てる財務力・人材力を最大限発揮して行動を起こす

お客さまを支えるための行動 八十二グループが変革するための行動

世界的な金融経済混乱

八十二銀行の使命と対応

長期経営計画を１年前倒し策定

法人のお取引先の経営悪化
個人のお取引先の生活環境悪化

外部環境の変化

当行経営基盤の悪化



20

HACHIJUNI BANKHACHIJUNI BANK

お客さまを支えるための行動①お客さまを支えるための行動①

重点項目１：

 

八十二グループの経営資源を最大限発揮し、地元企業の経営を支援する

お取引先の経営改善支援と営業支援強化
面営業の徹底による取引先数の拡大

融資部「企業支援室」増員

本店営業部、松本営業部に加え、
県内外主要５店舗に企業支援専担チーム設置

営業店サポート強化と経営改善支援の機動性向上

３年後の金融再生法開示債権比率： ５．０％以下

（０９／３末・・・４．７０％）

取引先の営業支援強化

ものづくり支援、経営革新等の認定支援・
ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ支援等

３年間の取組み件数： ３，３００件以上

３年後の事業性融資関連先数： ２６，０００先以上
（０９／３末・・・２５，３００先）

融資部企業支援室

昭和通営業部（長野市）

上田支店（上田市）

諏訪支店（諏訪市）

飯田支店（飯田市）

大宮支店（埼玉県）

外部環境の変化に即応し
機動的な当行の「融資戦略」を協議・決定

長野県内 ： 企業再建支援体制の強化
長野県外 ： 貸出金ポートフォリオの見直し

融資戦略会議（委員会） 経営改善支援強化

長野県へ働きかけ、緊急対応資金の制度化を実現
０８年４月 「経営健全化支援資金（原油・原材料高対策）」

０８年１０月「中小企業振興資金（短期資金緊急対策）」
０９年２月「中小企業振興資金（緊急借換対策）」

当行独自商品
「緊急対策支援資金」（保証協会保証付可能）

本制度に保証協会保証を付保する場合、
保証料相当額

 

０．５％の金利負担を軽減

中小企業資金繰り支援

全取引先訪問による面談・相談の実現（県内２３０テリトリー）

０８年６～９月 「面営業徹底運動（もっとFoot運動）」実施
０８年１２ ～０９年２月 （県内）部店長

「全事業性融資先訪問」２０，０００先実施

「面営業」展開による取引基盤の強化

２３０テリトリー

松本営業部

本店営業部
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お客さまを支えるための行動②お客さまを支えるための行動②

重点項目２：

 

お客さまと共に歩む生涯取引銀行を実現する

取引基盤の拡充による取引メイン化
相談態勢の強化とアフターフォローの充実

給振・年金をベースとした複合取引推進強化

３年間の取引メイン化 ： ２６，０００先以上増加
（０９／３末・・・約１３万先）

給振・年金取込み強化により
「生涯取引」の基盤を構築

０９年４月 「顧客担当制」全店導入

店頭・渉外担当者１名当たりお客さま３５０名を担当
（総対象先数

 

１３万名）
ＦＡＣＥ to ＦＡＣＥ による推進・アフターフォロー

お客さまとの強固な長期信頼関係を構築

０９年４月 ローン返済困難者へのカウンセリング態勢強化
休日営業している個人専門拠点を積極活用
本部専担チームによるカウンセリング強化

取引基盤の拡充による取引メイン化

相談態勢の強化とアフターフォローの充実

プラザ型拠点 １２拠点
個人営業中心店舗 １３店舗

県内全域で個人リテール専門拠点展開

09/3 12/3目標

１３万先 １５．６万先

２６，０００先ＵＰ

将来のコア顧客 ・・・ 住宅ローン・資産運用取引層にステージアップ
非対面チャネル ・・・ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞｾｯﾄにより利便性向上

＜ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ契約数

 

地銀トップクラス＞
収益増強 ・・・ 「給振のみ先」対比、「給振メイン化先」収益３．５倍

給振メイン化先

 

１６，０００先増加

 

（「給振＋積立型商品＋ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ」先）

～県内給振者数

 

５８万先～

生涯取引の実現 ・・・ 給振先から年金先へ
セカンドライフ層取引 ・・・ 資産運用取引の主力顧客層・次世代への承継
収益増強 ・・・ 「年金のみ先」対比、「年金メイン先」収益５．４倍

年金メイン化先

 

１０，０００先増加

 

（「年金＋預り金融資産１百万円以上」先）

～県内年金指定者数

 

２１万先～
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八十二グループが変革するための行動八十二グループが変革するための行動
重点項目３：

 

正確・迅速な業務運営を実現する

事務改革、融資業務改革による質の向上
エリア営業店制の定着化
メリハリある設備投資と物件費の削減

重点項目４：

 

いきいきはつらつ行動し、地域社会に貢献する銀行員となる

コンプライアンスの徹底
役割取組制度・実践評価の実践と運用
コース別スキル伸長プログラムの実践と運用

県内・新潟全地区２５エリア導入
エリアの構成店舗内訳
法人営業中心店舗

 

１２店舗

個人営業中心店舗

 

１３店舗
８２プラザ

 

６拠点
フルバンキング店舗

 

２３店舗
法人・個人営業店頭対応店舗

 

１３店舗

エリア営業店制の定着化事務改革 融資業務改革

イメージ処理を柱とした
新しい事務処理態勢の構築

≪ペーパーレス≫
≪オペレーションレス≫

約２００名程度の後方事務負担を削減
（現在約９００名の事務量）

窓口・営業へ人員シフト

「新融資支援システム」
来年度全店稼動予定
電子稟議システムによる審査ｽﾋﾟｰﾄﾞ向上
途上・予兆与信管理の強化
融資業務に関する事務負担を

約３０％削減

人事評価制度改正 長期人財育成プランの充実

０９年４月 「役割取組制度」導入
経営理念、長期経営計画達成に必要な各人の役割を

明確化、実践状況を評価

【長期的な企業の成長を展望した業務遂行が可能】

０９年１０月 「コース別スキル伸長プログラム」導入予定
「事務」「個人」「法人」「複合」の４コースを設定、専門性を追及
「成長サポートディクショナリー」によるスキルの可視化

【スキル状況に応じた戦略的施策展開を実現】
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３年後の目指す指標３年後の目指す指標

TierⅠ 自己資本比率（単体） １１％以上を維持

事業性の融資関連先数（長野・新潟・中津川） ２６，０００先以上

企業の事業改革、経営基盤強化を支援する取組み件数

※ものづくり支援、経営革新、地域資源等の国等の認定・支援、

ビジネスマッチング、事業承継、医療など

３，３００件以上

金融再生法開示債権比率 ５．０％以下

個人取引メイン化先数

（「給振＋積立型商品＋ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ」先＋

「年金＋預り金融資産１百万円以上」先）

※積立型商品（円貨預金積立、投信積立）

預り金融資産（円貨定期、投資信託、公共債、外貨預金）

２６，０００先以上増加

財務健全性を確保する指標と、取引基盤を強化する行動指標を掲げ、事業基盤の基礎固めを進める。
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本資料には将来の業績に係る記述が含まれています。

こうした記述は将来の業績を保証するものではなく、不確実性を内在するものです。
将来の業績は経営環境の変化等により異なる可能性があることにご留意下さい。

＜ご照会先＞
株式会社 八十二銀行

 

企画部

 

ＩＲ担当 竹田

ＴＥＬ：０２６－２２４－５５１１
ＦＡＸ：０２６－２２６－５０７７

E-
 

mail：

 

naoki1.takeda@82bank.co.jp
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